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　本年度の一般会計予算は昨年度の４６１億円より３９億円増の５００億円を計上し、予算規模として過去最高となり、１２年連続で前年度を上
回るものとなりました。当初予算の概要のうち、歳入では市税が、市民税、固定資産税の増加により、前年度比２億２千万円増の２１５億円を超
え、歳入全体に占める割合は４３％となります。
　「ふるさと三郷みんながほほえむまちづくり」推進のため、次ページ記載の新規事業のほか、最重点施策として、『災害に強いまちづくり』では、
下第二大場川の改修の継続、大場川下流排水機場の増強、小中学校の体育館へのエアコン設置等、『拠点整備』では三郷流山橋の早期整
備とスマートＩＣのフルインター化への取組みや市南部地域に防災やコミュニティ機能を備えた施設整備等の検討、『国際色豊かなまちづくり』で
は、２０２０東京オリンピック・パラリンピックに向けたギリシャ共和国のホストタウンとしての交流事業等の３つの重点施策では、『赤ちゃんから高齢
者までの健やかライフの充実』では、妊娠期から子育て期にわたるサポート、保育施設の整備、待機児童の解消、幼児教育・保育の無償化への
対応、ワーク・ライフ・バランスの推進、介護予防事業や障がい者支援の推進等、『学びとスポーツのまちづくり』では、小中学校の教育環境整備
計画の見直し、特別教室へのエアコンの設置、三郷中央におどりプラザに予約図書受取カウンターの設置や秋の読書まつりの実施等日本一の
読書のまちの推進、放送大学三郷中央校の新設等、『元気な地域づくり』では、江戸川河川緊急船着き場を利用した新たな観光資源の検討、
産業誘導推進事業として三郷吉川線沿道の（仮称）三郷北部地区土地区画整理事業の事業化、さらにはプレミアム付商品券事業等 を々推進
されます。私たち２１世紀クラブは、市民生活や市民サービスの向上、安心・安全なまちづくりのために、常に市民目線で行動して参りますので、今
後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　平成27年9月関東・東北豪雨において、茨城県常総市では鬼怒川が決壊し、甚大な水害が発生しました。三郷市南部においても、広範囲で
の浸水被害が発生しその対策が急務となっていました。現在、三郷市と埼玉県では大場川に排水機場を2基建設し、大場川の水を江戸川に排
水する事で三郷市を水害から守ってきましたが、開発による農地の減少や、昨今の異常気象により降雨量の増大による内水災害の懸念から21
世紀クラブは大場川下排水機場のポンプの増設を要望して来ました。この度三郷市の要望が県に聞き入れられ、県と市の連携事業としてポン
プ増設が行われる事となりました。竣工後は既存の1.8倍の排水量を有する排水機場となり水害に対する放水路以南の安心安全がより一層確
保される事になります。

平成３１年度一般会計当初予算５００億円（８.５%増）平成３１年度一般会計当初予算５００億円（８.５%増）

　本年も２１世紀クラブ所属議員の協力で、広報誌「結」が発行できました。改
選後２年を迎えます議会では、８月に後期の役職改選が行われます。
　残念な事にこの３月に野村徹議員がご逝去されました。心より御冥福をお祈
り致します。
　また、同時期に逢澤圭一郎議員が県議選へ巣立って行き、見事に初陣を勝
ち取りました。誠におめでとうございます。
　２１世紀クラブは２００６年１１月に設立、私が名付け親です。発足以来、我クラブにおいては若い
議員が育つ環境にあります。今までに３名の県議会議員（山下勝矢・美田宗亮・逢澤圭一郎）が誕
生しております。また設立以来、三郷市議会における最大会派であります。そして４月１日より日本維
新の会・渡邉雅人議員が２１世紀クラブに入会致しました。これからは総員７名で議会活動に邁進
して参ります。
　毎年恒例でございますが昨年１０月に木津市長に対し、平成３１年度予算編成・施策に対する会
派としての重点要望事項を提出致しました。
　３月議会終了後、２１世紀クラブ７名の議員は、市内３駅を始め４０か所、２日間にわたり街頭報告
を行います。また、４月中旬には本紙を配布いたします。ぜひご一読頂きまして皆様のご意見を頂戴
できれば幸いです。

　この度２１世紀クラブに入
会致しました渡邉雅人と申し
ます。
　初当選から約２年の間、一
人会派として議会活動を行っ
て参りましたが、平成３１年４月
１日付をもちまして、これまで友好会派として様々な
形でご指導を賜りました２１世紀クラブへ入会する
運びとなりました。

　これからは三郷市議会にお
ける最大会派の一員として、先
輩方や同期の仲間と連携を取
りながら、今まで以上にしっかり
と三郷市政に対する提案・提
言を行って参ります。今後ともど
うぞよろしくお願い致します。

２１世紀クラブ代表挨拶　岡庭　明 新メンバー紹介　渡邉雅人　

三郷市三郷1丁目28番地2-B102 ： 所住 ： 話電

岡庭　明 ・２１世紀クラブ代表

・文教経済常任委員

・国道建設対策委員
・三郷インターチェンジ周辺対策委員
・都市計画審議会委員

1地番95目丁4野鷹市郷三 ： 所住  2144-559 ： 話電

市川　文雄 ・市民福祉常任委員
・三郷中央地区周辺対策委員

・三郷インターチェンジ周辺対策委員
・議会選出監査委員

 地番05目丁1免匠番市郷三 ： 所住  1191-259 ： 話電

菊名　裕 ・2１世紀クラブ幹事長
・国道建設対策委員　　 ・三郷中央地区周辺対策委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　・東埼玉資源環境組合議会議員

・総務常任委員

 3地番372目丁3崎ｹ戸市郷三 ： 所住  3372-559 ： 話電

加藤　英泉 ・建設水道常任委員長
・三郷中央地区周辺対策委員

・三郷インターチェンジ周辺対策委員
・江戸川水防事務組合議会議員

 9地番1目丁2郷三市郷三 ： 所住 2690-759 ： 話電

柳瀬　勝彦 ・建設水道常任委員
・国道建設対策委員

・三郷中央地区周辺対策委員

号509-2番2目丁2平きつさ市郷三 ： 所住 6931-959 ： 話電

柴田　吾一 ・文教経済常任委員
・三郷中央地区周辺対策委員

・三郷インターチェンジ周辺対策委員

014-1地番6目丁2郷三市郷三 ： 所住 ： 話電

・議会運営委員長

953-4923

渡邉　雅人 ・市民福祉常任委員
・三郷中央地区周辺対策委員

・三郷インターチェンジ周辺対策委員

090-9634-9361

渡邉雅人渡邉雅人

21世紀クラブ議員へ
お気軽にご相談ください

江
戸
川

大
場
川

大場川下排水機場のポンプ増設で1.8倍の排水量

市政に関するご意見・ご相談をお寄せください
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保育所等整備推進事業保育所等整備推進事業 9億6,200万円

待機児童の解消を図るため､認可
保育所5施設(約480名分)を新設
し保育事業者(4事業者)に対して
施設等整備工事費の補助を行う｡

第４次三郷市総合計画後期基
本計画に基づく南部地域拠点
の整備に向けて、基本計画の策
定を行う。（道の駅、防災セン
ター、給食センター等）

小学校･中学校の特別教室(音楽室･家庭科室･理科室･図工室･技
術室等)に空調設備を設置する｡(小学校6校､中学校4校)

三郷料金所スマートICを大型車対応とするた
めの工事を行い、フルインター化の事業化に
向け設計・測量を実施する。また、アクセス道
路等の整備に必要となる用地買収を行う。

小･中学校の屋内運動場（体育館）に空調設備を設置する｡小学校は令
和2年度完了を目指す｡(設計13校､設置工事8校:早稲田･戸ｹ崎･高州･鷹
野･幸房･立花･丹後･瑞木)中学校は全8校､平成31年度完了を目指す｡

300万円

手話の更なる理解・普及を図る
ため、手話に親しむための講座
を開催するとともに啓発品の配
布やリーフレットを作成する。

通学路等に面する既存ブロック塀
等について、所有者が行う撤去、
建て替え、改修等の安全対策費
用の一部を補助する。

最新の消火システムを装備した化学ポンプ車を導入し、危険物火災
はもとより多様化する災害にも対応出来る車両に更新する。

（仮称）三郷北部地区土
地区画整理事業（三郷吉
川線沿道）の事業化を推
進し、工業、流通系の産業
誘導を図る。

小･中学校空調設備整備事業小･中学校空調設備整備事業 1億6,700万円1億6,700万円

小･中学校空調設備整備事業小･中学校空調設備整備事業

平成30年度第4次補正

7億8,500万円7億8,500万円

南部地域拠点整備事業 1,100万円南部地域拠点整備事業 1,100万円

ブロック塀等の安全確保事業 500万円ブロック塀等の安全確保事業 500万円

市役所本庁舎は、国土交通省の
求める耐震性能を満たしています
が、大地震発生時の業務継続性
を考慮して、耐震補強工事を行う。
（平成３０年度より３カ年）

庁舎管理事業庁舎管理事業

消防団の活動拠点で
ある機械器具置場に
ついて、新たな活動
拠点となるような機能
を備えた機械器具置
場に建て替える。

消防団機械器具置場新設事業 2,700万円消防団機械器具置場新設事業 2,700万円

企業立地推進事務企業立地推進事務 23万円23万円

8,231万円8,231万円消防車両･救急車両機器整備維持事業消防車両･救急車両機器整備維持事業

2億350万円

三郷料金所スマートIC大型車対応・フルインター化事業 4億6,800万円

三郷中央におどりプラザ運営事業

旧戸ケ崎保育所及び旧下新田保育所跡地を利活用し、地域コミュ
ニティの拠点となる「場作り」を実施する。

保育所跡地整備事業 4,300万円4,300万円

地域における消費を喚起することを目的として、プレミアム付商品券を
販売する。

三郷中央におどりプラザを指定管理者制度とし、三郷中央地区のに
ぎわい創出に資する企画や効率的な施設の管理運営を図る。

1億5,970万円1億5,970万円

プレミアム付商品券事業 7億2,300万円7億2,300万円

江戸川河川緊急船着き場を中心とした、新たな観光資源の創出を検
討し、地域活性化を図る。

１期4年の間、本市の副市長と
して貢献されました並木一徳様
が平成31年３月３１日をもって退
職されました。これまでの本市へ
のご貢献に敬意を表します。写
真は退庁式の模様です。

手話言語条例推進事業 300万円手話言語条例推進事業

並木副市長お疲れ様でした

江戸川観光資源創出調査 50万円江戸川観光資源創出調査 50万円
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